





磯 崎 康  太  郎  
 
1 イニシエーション  
 1847 年から 48 年の冬にかけて執筆された『御影石』（Granit）の前身『瀝

























































































外へ」（2, 2, 41），「力のブナ」，「高台の境界線へ」（2, 2, 42），「谷間の道を下
って」（2, 2, 43），「アーチ門」（2, 2, 44）の順に，通過した場所の名前が挙げ
られている。復路においても，「アーチ門」，「谷間の道を上って」（2, 2, 44），





























2 異者との出会い  
 少年が祖父との散歩から帰宅し，一夜明けて迎えた日曜日には，少年の成人
を祝うかのような象徴的なミサが催されている。この催しは，「気持ちの良い」
（ lieblich），「晴れがましい」（ festlich），「清らかな」（ rein），「さっぱりし






















































































3 ペストの「熱い」思い出  
 ペストという伝染病の歴史は，紀元前にまで遡ることができるが，とりわけ
15 世紀から 18 世紀において断続的に猛威を振るい，ヨーロッパ各国で様々な
地区の住民全体の根絶に至った。 18)シュティフターの故郷オーバープランにつ




































 三つ又の銀松の上に，二羽の小鳥がとまっていて，こんな歌を歌っていた。  
  りんどうとみつばぐさをおあがり。  
  さあ起きあがりなさい。そんなに早く死ぬんじゃないよ。  
  りんどうとみつばぐさをおあがり。  
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